
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染者の著しい増加を踏まえ、第２回長南小中学校感染症

対策委員会を開催致しました。 

 

学校では「新しい生活様式」（文科省発出）を踏まえ、新型コロナウイルス感染

防止対策の徹底に全職員で取り組んでいます。今後、学校における周囲へのさら

なる感染拡大を防止するために、次の目標を設定し、充実を図ります。 

 

【目標】 

（１）学校における学びを中断させないために、児童生徒の感染防止対策をさら 

に強化し、感染予防の徹底を図る。 

（２）家庭での感染防止の徹底と協力をお願いする。 

児童生徒の感染防止へのさらなる徹底を！ 

 

１ 危機意識を共有する 

   千葉県にも緊急事態宣言が発出され、本県や郡市内においても感染者が多数 

発生しており、児童生徒の感染リスクが日々高まっている。 

 

２ 日常における具体的な手立てを共有し、徹底する 

（１）学校における手立てを強化するとともに、家庭での感染リスクを減少させる 

具体的な手立ての充実 

（２）「慣れの払拭」と「感染危機増大」への意識喚起 

委員会で話し合われたこと 

日時  令和３年１月２０日（水）１６：３０～ 

場所  役場保健センター２Ｆ 

委員  ＰＴＡ（小中学校ＰＴＡ正副会長） 

学校（校長、教頭、教務、養護教諭） 

教育委員（教育長職務代理者） 

コミュニティースクール（会長、事務局員） 

教育委員会（教育長、課長、主幹）    



 
３ 学校・家庭・教育委員会の連携をさらに強化する 

（１）学校 ⇒ 小中学校のご家庭との連絡の充実 

・感染者、濃厚接触者やその家族に対する偏見や差別、誹謗中傷等をしない 

（２）家庭  ⇒ 家庭での感染症予防の徹底 ⇒ 外部から家庭にウイルスを 

持ち込まない環境 

・疑わしい時は早めに学校を休ませる  

・感染者・濃厚接触者やその家族に対する偏見や差別、誹謗中傷等をしない 

（３）連携の強化 

   ⇒ さらなる感染拡大防止、濃厚接触者への迅速な対応のために 

・学校からのメール発信手順、内容の周知 

※児童生徒が陽性者と認定された場合の連絡メール 

⇒ 「陽性者の発生と当該学年を連絡する」 

・ＰＣＲ検査等を受診された場合、可能な範囲で早めに学校に連絡をし、その

後の対策に備える 

・感染者、濃厚接触者やその家族に対する偏見や差別、誹謗中傷等をしない 

・フローチャート作成 

 

４ その他 

・保健所の指導のもと、長期休業中や当該児童生徒の長期欠席等のため、臨時

休校や校内消毒など、特別な処置の必要のないケースでは、あえて連絡メー

ルにて陽性者等の連絡はいたしませんので、ご理解ください。 

 

１ 様々なケースが予想されますが、フローチャートに沿った対応をお願いします。 

 

２ 児童生徒、ご家族等が体調不良（発熱、咳等）の場合、登校せずに家で休養し、 

かかりつけ医等での受診をしてください。 

なお、受診結果については、早めに学校へ連絡をお願いします。 

 

３ それぞれ(学校・家庭・教育委員会)の役割分担を更に強固にして、感染防止に

取り組みましょう。 

ご家庭へのお願い 


